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	コスプレ
	令和女子の
	保健委員
	保健室
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	メタボ棒
	ずぶ
	ずぶ
	話。



	本書の読み方
	放課後。 私は保健室に呼び出されていた。
	健康には自信があったのだが、メタボ判定をされてしまったのだ。
	保健委員の委員長から、「先生っ！　生徒たちのためにも、絶対再検査です♡」なんて詰め寄られてしまったからには、断るわけにはいかない。
	がらがら、、、 保健室の戸を開ける。
	そこには、看護師のコスプレ（？）をした委員長が、やる気満々で待っていた。
	私は、委員長のやる気、、、ではなく、 委員長のやたらと育った胸元から目を逸らしてうつむくしかなかった。
	「委員長」 「再検査に来たぞ」
	「というか、 室内が薄暗いな、、、」
	「よくぞ来ました、先生！
	保健委員長、 そして本日の『特別健康管理官』の 綾瀬 桃香（あやせ ももか） ですっ♡」
	パンッ、と両手を合わせて満面の笑みを浮かべると、白衣（というか、どう見ても丈が短すぎるナース服）の胸元が大きく揺れた。
	「薄暗いのは当然ですよ。 だってこれは、先生と私の秘密の 特別再検査なんですから。
	明るいと……
	ほら、色々見えすぎちゃって 集中できないでしょ？」
	桃香はクスクスと胸を弾ませて笑うと、すり足で近づき、がちゃんと音を立てて鍵を閉めた。
	「さて、健康に自信があったのに メタボ判定……
	ショックでした？
	でも大丈夫です。 この綾瀬桃香が、手取り足取り、 全身くまなく測定し直して 差し上げますからね」
	カチリ、と注射器のキャップを外すフリをしながら、桃香はベッドの端をポンポンと叩いた。
	「さあ先生、 まずは服を少しゆるめて……
	そこに腰かけてください♡」
	私は、するすると服を脱がされて、再検査の格好（全裸）になったいた。
	ベッドの端に座る私は、いわゆる標準体型。メタボ要素は、どこにも見られなかった。
	一部を除いては、、、
	「桃香」 「ほら、どう見ても、 メタボではないぞ」
	「再検査は、何かの間違い ではないのか？」
	わたしは桃香に問いかける。
	だが、桃香の姿と甘い香りに、わたしのメタボ棒（ちんぽ）が反応していた。
	それは、標準的なちんぽよりも、明らかに胴回りが太く、規格外ではあった。
	「桃香、、、」 「もしかして、、、」
	「メタボって、これのことか？」
	「……ふふっ、 やっと気づきましたか、 先生？」
	桃香は上目遣いに私を見つめると、舌をペロッと出して小悪魔的な笑みを浮かべた。
	「そうですよ。 胴回りの基準値、 あ・き・ら・か・に オーバーです♡
	こんなにカチカチに 腫れ上がっちゃって……
	これはもう、 重度の緊急事態ですね」
	桃香はベッドの前にひざまずくと、吐息が届くほどの至近距離まで顔を近づけてきた。ナース服の胸元から覗く豊満な谷間が、私の目の前で揺れている。
	「保健委員長として、 この異常な膨張を見過ごす わけにはいきません。
	しっかり『手当て』して、 元の大きさに戻して あげないと……ね？」
	熱を帯びた指先が、そっと私の太ももに触れ、ゆっくりと上へと滑ってきた。
	「覚悟してくださいね、先生？
	今日の再検査は、 先生がすっかり『スッキリ』 するまで……
	絶対に終わらせて あげませんから♡」
	そして、再検査が始まった。
	どうやら、一応はきちんとした再検査をするらしく、桃香の検査項目（？）があるようだ、、、
	「最初は視診なのか？」
	「そんなに間近で見られると、 なんだか恥ずかしいな」
	「あら、恥ずかしいんですか？
	でも先生、視診は検査の基本中 の基本ですよ♡」
	桃香はさらに顔を近づけ、至近距離からじーっと視線を注いでくる。 彼女の甘い吐息と、かすかに揺れる胸元の甘い香りが直接吹きかかり、鼻腔をくすぐる。
	「うわぁ……近くで見ると、 もっとすごいですね。
	ピクピクって動いてて、 すごく健康的な（？）脈動です」
	桃香は指先を口元に当ててくすくす笑うと、胸ポケットから小さなメモ帳とペンを取り出した。
	「記録、記録っと……
	『患者のメタボ棒は、視診の時点で著しい緊張状態および膨張を確認。触診前の刺激に対し、敏感な反応を示す』……と♡」
	メモを書き終えると、桃香はペンをポケットにしまい、妖しく微笑みながらゆっくりと両手を伸ばしてきた。
	「よし、視診はクリアです！
	じゃあ次は…… お待ちかねの 『触診』に入りますね？
	先生、力抜いてくださいね……♡」
	私はベッドで横になる。 保健室特有の、あの硬い枕は、どうも収まりが悪い。
	私は触診のため、息を吐いて力を抜こうとする、、、のだが、メタボ棒（ちんぽ）はガチガチに緊張（勃起）していた。
	「ふふっ、 そんなにカチカチに緊張され ちゃうと……
	委員長として張り切っちゃい ますね♡」
	桃香はベッドの横に身を乗り出すと、その豊かな胸元を私の体に押し当てるようにして、そっと顔を覗き込んできた。
	「枕、硬くて収まりが悪いですか？
	じゃあ…… 代わりに私の太もも、使います？」
	くすくすと悪戯っぽく笑いながら、彼女の両手がゆっくりと伸びてくる。 そして、熱を帯びた柔らかい指先が、ガチガチに張り詰めた私のメタボ棒に、優しく触れた。
	「ん……すごい、 手の中でもピクピクって弾けて ますよ。
	まずは根元から…… ゆっくり、状態を確認していき ますね？」
	桃香の体温と甘い香りが一気に包み込み、彼女の手指がじんわりと圧をかけながら、上へ上へと滑り始めていく――。
	「ふう……熱いなぁ、先生。 触診だけでもうこんなに……♡
	本格的に解して差し上げますから、 そのまま力を抜いて、私のこと…… しっかり見ててくださいね？」
	強すぎず、弱すぎず。 強くなり、弱くなり。 巧みな手つきで、メタボ棒（ちんぽ）が扱かれていく。
	桃香の白衣に目を向けると、胸元はぱつぱつになり、ボタンが弾ける寸前だった。
	メタボ棒の先端から、コレステロール（精液）の先走り汁が溢れ出し、にちにちとした音が加わる。
	「ふう」 「凄く効き目のある触診だ」
	「コレステロール（精液）が 出てしまいそうだ」
	「ふふっ…… 効き目抜群みたいで良かったです♡
	ほら、先端からお汁がこんなに 溢れて……
	トロトロになっちゃってますよ？」
	チュプ、、、 にち、、、にちにち、、、

